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１．カリキュラムについて

　2024年度理学部学⽣便覧に掲載されている内容は、2024年度に⼊学した者のみを対象に作成されており、
卒業までに修得しなければならない単位・授業科⽬等、必要な事項をまとめたものです。したがって、2024年度に
⼊学した者は、理学部に在籍している限り、この便覧に記載されているカリキュラムで履修することになります。
　なお、履修上の疑問点は、各学科・コースの教務委員に相談してください。

２．履修登録の流れ（1年⽣の履修登録⽅法は共通教育履修案内に従ってください）

３．単位取得について

（１）　各科⽬の成績評価は秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）、可（Ｃ）、不可（Ｄ、F）の５段階でなされます。
　　　　その判定基準は、シラバスの成績評価の⽅法に従います。

（２）　教育職員免許状取得に関する「教科及び教職に関する科⽬」の単位は、⼀部を除き卒業に必要な単位には算⼊
　　　　されません。[算⼊される科⽬については、信州⼤学理学部規程別表（第5条関係）⼆ 教職関係科⽬⼜はP10の
　　　　■　理学部で教員免許状を取得するために修得すべき科⽬と最低修得単位数　参照]　教育免許状取得のための
　　　　履修については、p9の「10．教員免許状取得のための履修について」を参照してください。

（３）　理学部の学⽣は放送⼤学との単位互換の受講対象となっていません。

（４）　外国⼈留学⽣に関して、「⽇本語・⽇本事情教育科⽬」を教養系⼜は英語の単位として認めることができます。

履修上の注意

　　　　ただし、この履修及び単位認定については、各学科・コースの教務委員の指導を受けてください。

（５）　卒業に必要な所定の単位数への「遠隔授業科⽬」の算⼊について　P72を参照してください。

②Webサイト「キャンパス情報システム」での履修登録
~履修登録の⽅法や期間は「履修登録の⼿引き」を参照~

＊登録は年2回、学期ごとに⾏います。
前期・通年科⽬︓4⽉上旬 後期科⽬︓9⽉下旬〜10⽉上旬
集中講義︓⽇程が決定次第（掲⽰等にて通知）

①履修計画
＊所属学科・コースの卒業要件単位数を調べる。
＊シラバスで授業内容を確認する。
＊履修の⼿引き・授業時間割表で開講曜⽇・時限等を確認する。

【参考にすべき資料】 学⽣便覧、各学科・コースの⼿引き等（ガイダンス等で配付）、履修登録の⼿引き、
シラバスなど

③履修登録の確認 〜確認の⽅法や期間は「履修登録の⼿引き」を参照〜
＊登録が完了したかの確認までが学⽣の責任です。確実に確認・訂正を︕
＊【確認】 Webサイト「キャンパス情報システム」 ⼜は 証明書発⾏機の「履修登録確認表」

【訂正】 Webサイト「キャンパス情報システム」
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（３）学際プログラム
　　　　　未知なる問題に対する解決能⼒をより醸成するために、分野を超えた幅広い知識とスキルを修得することを
　　　　⽬指す学⽣のためのプログラムです。選んだ特定課題に対して⾃ら履修計画を作成し、「探究科⽬」に相当
         する単位数の科⽬を履修します。

　なお、修了要件は次の通りです。

 9．⽋席による学習の補充について 
信州⼤学では、「信州⼤学における授業の出席に関する要項」(P69)第4条第1項の事由に該当する場合、
当該授業について学修の補充を受けるための申出を⾏うことができると規定しています。
希望する場合は、学務グループ窓⼝等で⼿続きを⾏ってください。
対象となる事由・必要書類等については、P69を確認してください。
新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ等、学校保健安全法施⾏規則第１８条に規定する感染症の場合、
P68を参照してください。

理学科

卒業研究開始以降とする。
物理学コース、化学コース、地球学コースは4
年次に10単位修得することとする。⽣物学
コース、物質循環学コースは3年次後期から
10単位修得することとする。原則として、10
単位中6単位は4年次に修得するものとする。

＊⾃コース科⽬は学際プログラム対象科⽬と
しては認めない。
＊基礎理学科⽬群を学際プログラム対象科
⽬として認めるかどうかは、各コースに委ねる。

修得時期 その他

数学科 原則として、4年次に12単位修得する。
＊数学科内他コースの科⽬を、学際プログラ
ム対象科⽬として認める。（⾃コース科⽬は
学際プログラム対象科⽬としては認めない。）
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（３）介護等体験について
　　　　　中学校⼀種免許を取得希望する者は2年次に必ず実施してください。
　　　　　介護等体験は、単位の発⽣しない必修の体験活動です。事前指導を受けた上で、介護等体験を⾏います。
　　　　　定期的な授業ではないので掲⽰や⼤学からのお知らせ等には留意してください。

　　　　　介護等体験を実施する場合は、４⽉に⾏われる定期健康診断（胸部レントゲン写真撮影含む）を必ず受診
　　　　してください。受診しなかった場合は、⾃費により医療機関で受診してください。

（４）各説明会、事前事後指導等について

中免必修

中免必修

※上記⽇程等は、おおまかな⽬安です。
　 ⽇程・⼿続き等の詳細な連絡はその都度連絡しますので、⼤学からのお知らせを必ず確認してください。

（５）教員免許状の申請⼿続きについて
　　　　　教員として採⽤される場合、前年度末までに教員免許状を取得しておく必要があります。
　　　　　教育職員免許状は、教育職員免許法にしたがい、都道府県の教育委員会（免許状授与権者という）に申請
　　　　することにより授与されます。いずれの教育委員会から交付される免許状も、全国共通の効⼒を有します。

（６）卒業後
　　　　　学部在籍中の修得漏れ等により、卒業後（⼤学院在籍中を含む）に教免の所要資格を得るために学部授業
　　　　の履修を希望する場合は、科⽬等履修⽣として所要の授業料等を納⼊のうえ、受講することができます。
　　　　　ただし、教免法改正等があった場合、当該科⽬が開講されない場合もあります。
　　　　　また、同⼀免許種・教科の課程認定を受けている他⼤学において修得できる場合もあります。

特別⽀援学校 2⽇間 7⽇間社会福祉施設 5⽇間

学年 時期 事項

3年次
4⽉ 教育実習申込説明会

5〜7⽉ 実習希望校の内諾を得て、書類を⼤学へ提出
随時 各⾃で実習校の担当教員と連絡を取り、教育実習の打合せ

備考
1年次 2⽉ 介護等体験事前指導

2年次 4⽉ 教育実習説明会、介護等体験事前指導授業及び申込み受付
8〜9⽉ 介護等体験

　　　　　免許状の申請には⼀括申請と個⼈申請があります。⼀括申請は、⼤学が免許状取得⾒込者の申請書類をとり
　　　　まとめて、⻑野県教育委員会へ申請を⾏うことで、卒業式の当⽇に免許状が授与されます。
　　　　　信州⼤学で所要の単位を修得した学⽣（第3年次編⼊学⽣を除く）は原則、⼀括申請を⾏うこととなっていま
　　　　すので、忘れずに申請書類を提出するようにしてください。

4年次

4⽉ 教育実習事前指導授業
5〜7⽉ 教育実習

7⽉ 教育実習事後指導授業
11⽉ 教育職員免許状申請⼿続説明会
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Ⅴ　卒業に必要な単位数（卒業要件）

統計
科学史
現代社会論
健康

プラクティカル・イングリッシュⅠ
プラクティカル・イングリッシュⅡ

微分積分学Ⅰ ＃
微分積分学Ⅱ ＃
線形代数学Ⅰ ＃
線形代数学Ⅱ ＃
情報科学演習 ＃
新⼊⽣ゼミナール #

[注１]　選択科⽬A、B、学部共通、探究科⽬について

[注２]　＃は所属コースの専⾨科⽬を表します。学際コースで修了する学⽣は、所属コースの専⾨科⽬以外（所属コースの
＃つき科⽬以外または所属コースに属さない専⾨科⽬）の単位を卒業研究の代わりに１２単位修得する必要があります。

必修 1

リ
テ
ラ
シ
␗

合計

計

1年次
に修得を要する単位

単位数

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅠ(Ａ)
アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅡ(Ａ)

2

1 1

1

34

　 ８単位以上 　[注１]

100

2年次
に修得を要する単位

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位

124

必修

以下に⽰す①〜③の要件を満たした上
で11単位修得する。
① 左記の3区分から、それぞれ2単位以
上修得する。
② 「環境・健康」のうち、「環境科学」を
2単位以上修得する。
③ 演習形式の授業を2単位修得する。
※2

初修外国語科⽬ ※3

必修
アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅣ

⼈⽂・社会

⾃然・技術

環境・健康

1

単位数

2年次
に修得を要する単位

1年次
に修得を要する単位

内容
卒業要件

単位数

グリーンサイエンス通論Ⅰ ＃

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅢ

1

1

2
4

先進プログラム
標準プログラム

学際プログラム

必修 ※1

11

内容

4

1

コース選択科⽬A 8単位以上
コース選択科⽬B、　学部共通

英語

︵
1
年
次
︶

⾔
語

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位区　　分

内容 単位数 内容

専
⾨
基
礎
系

︵
2
年
次
︶

⾔
語 英語

2

必修

必修

共
通
教
育
科
⽬

1

2

基
盤
系

1

11

必修

必修

選択
◆「統計」「科学史」「現代社会論」から
2単位選択 2

計

50

20 4

⽇本語・⽇本事情教育科⽬

専
⾨
科
⽬

　[注１]

2

選択科⽬B
学部共通
探究科⽬

グリーンサイエンス
通論

基礎理学
科⽬群

2

24

選択科⽬A

必修科⽬

2

2

2

50単位

4

10

学部共通

教
養
系

2

グリーンサイエンス
通論Ⅱ ＃

選択

24

選択

4

8

2

<外国⼈留学⽣対象> ※4

コース選択科⽬A 8単位以上

50単位
コース選択科⽬B、　学部共通

探究科⽬(卒業研究) 12単位

学術リテラシー

データサイエン
スリテラシー
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トポロジー
幾何学特別講義Ⅰ*
幾何学特別講義Ⅱ*
幾何学特別講義Ⅲ*
幾何学特別講義Ⅳ*
実解析学演習
関数解析学*
微分方程式論*
解析学特別講義*
数理モデル論
自然情報学
情報処理Ⅱ*
数学特別講義Ⅰ*
数学特別講義Ⅱ*

５大学理学部共通科目　[注７]

学部共通 生保数理
年金数理
損保数理
キャリアデザイン概論
臨湖実習Ⅰ
臨湖実習Ⅱ
臨湖実習Ⅲ

▼以下の科目は卒業に必要な単位に算入することができない

アドバンスゼミ
アドバンス演習･実験･実習Ⅰ
アドバンス演習･実験･実習Ⅱ
アドバンス演習･実験･実習Ⅲ
アドバンス演習･実験･実習Ⅳ

Ⅶ　履修上の注意事項

理学部他学科の専門科目　[注５]

〇[注9]

他学部 および ⾧野県内で単位互
換協定を結んでいる他大学で開講
する授業科目　[注６]

科　目　名

＃
＃

＃

○

○

＃

＃

社会体験実習　[注８] 1

2

GPA
対象
科目

2

ｺｰｽ
専門
科目

対象学年・科目区分別の単位数

科目名
GPA
対象
科目

1年次 4年次

1
1

卒業研究

〇

2

○

○
2

2

2

○

○

〇

○
○ 2

○ 2

2年次 3年次

12単位まで卒業に
必要な単位に算入
できる。対象学年
は，１年から４年

備考

2

○ 2

○

○ 1

2
○

2

○

＃
＃

1
1

1

2

2
○

○ 12

1
○ 1

○ 2

2
○

2
3年次 4年次

○

1年次 2年次
備考

[注８]　「社会体験実習」は、2年春休み以降に企業で1週間以上のインターンシップを体験した場合に1単位が認められますが、卒業に必要な単位には算入
できません。
[注９] 卒業要件とならない科目は対象外となります。

区分

コース
選択科目B

探究科目

区分

アドバンス科目

ｺｰｽ
専門
科目

選
択
科
目

※1 原則1年次に履修すること。学術リテラシーの単位を1年次に修得できなかった場合，【Ⅲ 卒業に必要な単位数（卒業
要件）】の表に記載されている教養系の区分の単位数に，同表の学術リテラシーの区分の単位数を加えた単位数と同
数又はそれより多く教養系の単位を修得すること。同表に記載されている教養系の区分の単位数より多く取得した単位を
学術リテラシーの単位に代替する。教養系の1単位を学術リテラシーの1単位として代替し，最大で学術リテラシーの区分
の単位数まで代替できる。

※2 原則1年次に履修すること。演習形式の単位を修得できなかった場合，【Ⅲ 卒業に必要な単位数（卒業要件）】の表
の教養系の区分の単位を，同表に記載されている教養系の区分の単位数と同数修得すること。ただし，教養系の修得
単位数には学術リテラシーの単位に代替した単位を含めない。

※3 信州大学共通教育の実施に関する要項で定める初修外国語科目を修得した場合，基盤系と専門基礎系を合わせて
2単位以内を教養系の「人文・社会」の単位に算入することができる。

[注３] ＊印の授業科目は、毎年開講されるとは限りません。
[注４] 選択科目の一部は、時間割の都合で、対象学年の初年度に履修できないことがあります。また、3･4年生対象の専門科目には様々なレベルの科目が
あるので、履修の際注意してください。

[注５] 理学部他学科の専門科目（ただし、グリーンサイエンス通論、基礎理学科目群、情報科学演習、新入生ゼミナールを除く）は、12単位まで、選択科
目Bとして卒業に必要な単位に算入できます。博物館学芸員資格取得に関する科目「博物館概論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」は、理学部他学
科の専門科目に含めます。

[注６] 他学部および⾧野県内で単位互換協定を結んでいる他大学で開講する授業科目は、当学科が認めた場合に限り、信州大学理学部他学科の専門
科目と合わせて12単位を越えない範囲で、選択科目Bとして卒業に必要な単位に算入できます。

[注７]　単位互換協定を結んでいる５大学(茨城･富山･埼玉･静岡･信州大学)理学部の共通科目は、当学科が認めた場合に、卒業に必要な単位に算入
できます。

○ 1

※4 外国人留学生が日本語・日本事情教育の科目を履修し，修得した単位については，教養系又は英語の単位に算入
することができる。

学部共通
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Ⅲ　卒業に必要な単位数（卒業要件）

統計
科学史
現代社会論
健康

プラクティカル・イングリッシュⅠ
プラクティカル・イングリッシュⅡ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
化学概論Ⅰ
化学概論Ⅱ
⽣物学概論Ⅰ
⽣物学概論Ⅱ
地学概論Ⅰ
地学概論Ⅱ
化学実験
⽣物学実験
地学実験
情報科学演習
新⼊⽣ゼミナール

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位 卒業要件

内容 単位数 内容 単位数
区　　分

1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

データサイエン
スリテラシー 必修 1

共
通
教
育
科
⽬

基
盤
系

リ
テ
ラ
シ
␗

学術リテラシー 必修 ※1

必修 1
︵
1
年
次
︶

⾔
語 英語

教
養
系

⼈⽂・社会

選択

以下に⽰す①〜③の要件を満たした上で11単位修得する。
① 左記の3区分から、それぞれ2単位以上修得する。
② 「環境・健康」のうち、「環境科学」を2単位以上修得する。
③ 演習形式の授業を2単位修得する。 ※2

初修外国語科⽬ ※3

計 20

1

1 1

1

選択

内容 単位数 内容 単位数

「統計」「科学史」「現代社会論」から2単位選択 2 2

必修

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅠ(Ａ) 1

4アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅡ(Ａ) 1
1
1

2
2

11 11⾃然・技術

環境・健康

専
⾨
基
礎
系

︵
2
年
次
︶

⾔
語 英語 必修

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅢ

4
アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅣ 2

2
2

4 24

2

⽇本語・⽇本事情教育科⽬ 選択 <外国⼈留学⽣対象> ※4

探究
科⽬ セミナー 2 2

2
2

4

基礎理学
科⽬群

必修

2

82
2
2

選択

2

2グリーンサイエンス
通論 必修 グリーンサイエンス通論Ⅰ 2 グリーンサイエンス

通論Ⅱ

6

2

選択科⽬ ★ 25

計 100

合計 1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位

124

専
⾨
科
⽬

2

学部共通 必修
2 42

必修科⽬

コース
必修 12 23 16 51
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放射線安全実習
キャリアデザイン概論
生保数理
年金数理
損保数理
臨湖実習Ⅰ
臨湖実習Ⅱ
臨湖実習Ⅲ

他学科・他コース
他学部
他大学
生涯学習概論
博物館概論
博物館経営論
博物館資料論
博物館資料保存論
博物館展示論
博物館教育論
博物館情報・メディア論
博物館実習Ⅰ～Ⅲ

▼ 以下の科目は卒業に必要な単位に算入することができない

アドバンスゼミ
アドバンス演習･実験･実習Ⅰ
アドバンス演習･実験･実習Ⅱ
アドバンス演習･実験･実習Ⅲ
アドバンス演習･実験･実習Ⅳ
社会体験実習

Ⅴ　履修上の注意事項

全ての授業科目が毎年開講されるとは限りません。

○ 2

区分 科　目　名
GPA
対象
科目

対象学年・科目区分別の単位数

○ 2

1年次 2年次 3年次 4年次
備考

選
択
科
目

学部共通

○ 1
1

○ 1

○ 2
○ 1
○ 1

○

博
物
館
学
芸
員
資
格
取

得
に
関
す
る
科
目

備考

アドバンス科目

1
1
1

4年次2年次 3年次

1

区分 科目名
GPA
対象
科目

1年次

1
学部共通 1

※1 原則1年次に履修すること。学術リテラシーの単位を1年次に修得できなかった場合，【Ⅲ 卒業に必要な単位数（卒業要
件）】の表に記載されている教養系の区分の単位数に，同表の学術リテラシーの区分の単位数を加えた単位数と同数又
はそれより多く教養系の単位を修得すること。同表に記載されている教養系の区分の単位数より多く取得した単位を学術リ
テラシーの単位に代替する。教養系の1単位を学術リテラシーの1単位として代替し，最大で学術リテラシーの区分の単位
数まで代替できる。
原則1年次に履修すること。演習形式の単位を修得できなかった場合，【Ⅲ 卒業に必要な単位数（卒業要件）】の表の
教養系の区分の単位を，同表に記載されている教養系の区分の単位数と同数修得すること。ただし，教養系の修得単位
数には学術リテラシーの単位に代替した単位を含めない。
信州大学共通教育の実施に関する要項で定める初修外国語科目を修得した場合，基盤系と専門基礎系を合わせて2
単位以内を教養系の「人文・社会」の単位に算入することができる。
外国人留学生が日本語・日本事情教育の科目を履修し，修得した単位については，教養系又は英語の単位に算入す
ることができる。

※2

※3

※4
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Ⅲ　卒業に必要な単位数（卒業要件）

統計
科学史
現代社会論
健康

プラクティカル・イングリッシュⅠ
プラクティカル・イングリッシュⅡ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
物理学概論Ⅰ
物理学概論Ⅱ
⽣物学概論Ⅰ
⽣物学概論Ⅱ
地学概論Ⅰ
地学概論Ⅱ
⽣物学実験
地学実験
情報科学演習
新⼊⽣ゼミナール

※１　基礎理学科⽬群の選択科⽬の履修対象学年は1年次〜2年次です。ただし、「物理学実験」の履修対象学年は2年次です。

4年次
に修得を要する単位

124

※3

計

合計 1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

3年次
に修得を要する単位

専
⾨
科
⽬

グリーンサイエンス
通論 必修 グリーンサイエンス通論Ⅰ

コース
選択

100

10

2セミナー

※2 24

10

2

4210 22

選択科⽬

探究
科⽬

2

学部共通

必修科⽬

探究
科⽬

必修
2

2
2

コース
必修

2

8

10

4

2

2
2

⽇本語・⽇本事情教育科⽬ 選択 <外国⼈留学⽣対象>

2

2

2

2 グリーンサイエンス
通論Ⅱ

基礎理学
科⽬群

選択
※１

2 物理学実験 2

選択
2
2
2

6

24

注4

4

4

卒業要件

2

必修 1
アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅠ(Ａ) 1

4

選択
◆「統計」「科学史」「現代社会論」か
ら2単位選択 2

1

必修

1

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位

1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

内容 単位数 内容 単位数

1必修 1

必修

必修

11

4アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅣ 2

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅢ 2

注1 1

計 20

以下に⽰す①〜③の要件を満たした上で11単位修得する。
① 左記の3区分から、それぞれ2単位以上修得する。
② 「環境・健康」のうち、「環境科学」を2単位以上修得する。
③ 演習形式の授業を2単位修得する。 注2

初修外国語科⽬ 注3

⼈⽂・社会

選択 11

専
⾨
基
礎
系

基
盤
系

単位数

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅡ(Ａ) 1
1

︵
1
年
次
︶

⾔
語 英語

1

区　　分

共
通
教
育
科
⽬

⾃然・技術

環境・健康

学術リテラシー

データサイエン
スリテラシー

リ
テ
ラ
シ
␗

︵
2
年
次
︶

⾔
語 英語

教
養
系

内容 単位数 内容
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生物化学
分析化学特別講義
無機化学特別講義
有機化学特別講義
物理化学特別講義
卒業研究
生保数理
年金数理
損保数理
放射線安全実習
キャリアデザイン概論
臨湖実習Ⅰ
臨湖実習Ⅱ
臨湖実習Ⅲ

他学科・他コース
他学部
他大学
生涯学習概論
博物館概論
博物館経営論
博物館資料論
博物館資料保存論
博物館展示論
博物館教育論
博物館情報・メディア論
博物館実習Ⅰ～Ⅲ

▼以下の科目は卒業に必要な単位に算入することができない

アドバンスゼミ
アドバンス演習･実験･実習Ⅰ
アドバンス演習･実験･実習Ⅱ
アドバンス演習･実験･実習Ⅲ
アドバンス演習･実験･実習Ⅳ
社会体験実習

Ⅴ　履修上の注意事項

全ての授業科目が毎年開講されるとは限りません。

注2 原則1年次に履修すること。演習形式の単位を修得できなかった場合、【Ⅲ 卒業に必要な単位数（卒業要件）】の表の
教養系の区分の単位を、同表に記載されている教養系の区分の単位数と同数修得すること。ただし、教養系の修得単位
数には学術リテラシーの単位に代替した単位を含めない。

注3 信州大学共通教育の実施に関する要項で定める初修外国語科目を修得した場合、基盤系と専門基礎系を合わせて2
単位以内を教養系の「人文・社会」の単位に算入することができる。

注4 外国人留学生が日本語・日本事情教育の科目を履修し、修得した単位については、教養系又は英語の単位に算入する
ことができる。

注1 原則1年次に履修すること。学術リテラシーの単位を1年次に修得できなかった場合、【Ⅲ 卒業に必要な単位数（卒業要
件）】の表に記載されている教養系の区分の単位数に、同表の学術リテラシーの区分の単位数を加えた単位数と同数又
はそれより多く教養系の単位を修得すること。同表に記載されている教養系の区分の単位数より多く取得した単位を学術リ
テラシーの単位に代替する。教養系の1単位を学術リテラシーの1単位として代替し、最大で学術リテラシーの区分の単位
数まで代替できる。

備考
1年次 2年次 3年次 4年次

1
1

区分 科　目　名
GPA
対象
科目

対象学年・科目区分別の単位数

探究科目

2
2

1 隔年開講
2

隔年開講

10

隔年開講
隔年開講

○

1
○

○

○ 1
1

○

○

2

1

区分 科目名
GPA
対象
科目

博
物
館
学
芸
員
資
格

取
得
に
関
す
る
科
目

学部共通

選
択
科
目

コース選択

○

○ 1

1

○
○

備考

1

4年次1年次 2年次 3年次

1
1

学部共通

アドバンス科目

1

1
1
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Ⅲ　卒業に必要な単位数（卒業要件）

統計
科学史
現代社会論
健康

プラクティカル・イングリッシュⅠ
プラクティカル・イングリッシュⅡ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
物理学概論Ⅰ
物理学概論Ⅱ
化学概論Ⅰ
化学概論Ⅱ
⽣物学概論Ⅰ
⽣物学概論Ⅱ
地学概論Ⅱ
化学実験
⽣物学実験
情報科学演習
新⼊⽣ゼミナール

※1

※2

※3

原則1年次に履修すること。学術リテラシーの単位を1年次に修得できなかった場合、教養系の区分の単位数に、学術リテラシーの区分
の単位数を加えた単位数と同数⼜はそれより多く教養系の単位を修得すること。教養系の区分の単位数より多く取得した単位を学術リ
テラシーの単位に代替する。教養系の1単位を学術リテラシーの1単位として代替し、最⼤で学術リテラシーの区分の単位数まで代替でき

原則1年次に履修すること。演習形式の単位を修得できなかった場合、教養系の区分の単位を、教養系の区分の単位数と同数修得す
ること。ただし、教養系の修得単位数には学術リテラシーの単位に代替した単位を含めない。

信州⼤学共通教育の実施に関する要項で定める初修外国語科⽬を修得した場合、基盤系と専⾨基礎系を合わせて4単位以内を教
養系の「⼈⽂・社会」の単位に算⼊することができる。

124

計

2 グリーンサイエンス
通論Ⅱ

※7 10

2

合計 1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

3年次
に修得を要する単位

専
⾨
科
⽬

グリーンサイエンス
通論 必修

学部共通 必修

2

基礎理学
科⽬群

選択
※5

2 物理学実験

2

2

2

4年次
に修得を要する単位

選択科⽬

コース
選択 ※6

コース
必修 4 24 10

必修科⽬

100

2

24
探究
科⽬ 10

2

2

38
探究
科⽬ セミナー

42

10

2
2

2

2

2

共
通
教
育
科
⽬

2
2

基
盤
系

必修 ※1

必修

⽇本語・⽇本事情教育科⽬

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅡ(Ａ) 1
1
1

︵
1
年
次
︶

⾔
語

計

1

専
⾨
基
礎
系

学術リテラシー

︵
2
年
次
︶

⾔
語 英語

2

選択 11

以下に⽰す①〜③の要件を満たした上
で11単位修得する
①左記の3区分から、それぞれ2単位以
上習得する
②「環境・健康」のうち、「環境科学」を2
単位以上習得する
③演習形式の授業を2単位習得する
※2

初修外国語科⽬　※3

選択
「統計」「科学史」「現代社会論」から2
単位選択 2

必修

環境・健康

教
養
系

リ
テ
ラ
シ
␗

データサイエン
スリテラシー 必修

英語

⾃然・技術

1

必修

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅠ(Ａ)

8

2 4

選択 <外国⼈留学⽣対象> ※4

グリーンサイエンス通論Ⅰ

2

単位数 内容 単位数 内容 単位数 内容内容

4年次
に修得を要する単位 卒業要件

1

区　　分
1年次

に修得を要する単位
2年次

に修得を要する単位
3年次

に修得を要する単位
単位数

⼈⽂・社会

4

2

必修 1

1

4
アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅣ 2

1

4 24

11

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅢ

20

1
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※6　コース選択　選択科⽬（24単位）について

※7　コース選択　探究科⽬（10単位）について

Ⅳ　修得すべき単位数および授業科⽬（グリーンサイエンス通論、基礎理学科⽬群、情報科学演習、新⼊⽣ゼミナールを除く専⾨科⽬

地質学⼊⾨実習
地質学序説
地質学序説実習
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
地球史学
鉱物学
岩⽯学
地層学
第四紀学
鉱物・岩⽯学実験Ⅰ
鉱物・岩⽯学実験Ⅱ
地質調査法実習Ⅰ
地質調査法実習Ⅱ
野外巡検Ⅰ
野外巡検Ⅱ
地質調査演習
地球学コロキウムⅠ
地球学コロキウムⅡ
セミナー
⽇本地質
資源地質学Ⅰ
資源地質学Ⅱ
⽕⼭学
構造地質学
堆積学
情報地質学
地球・惑星物理学
資源地質学特論
⼟⽊地質学特論
古⽣物科学
岩⽯学実験
堆積・古⽣物学実験Ⅰ
堆積・古⽣物学実験Ⅱ
地球化学実験

○ 2

選
択
科
⽬

コース選択

○

○ 2

○ 2
○ 2
○ 2

○ 2

○ 1 隔年開講
○ 1 隔年開講

○ 2
○ 2

○ 2

○ 1

○ 4

2

○ 2
2

○ 2

探究科⽬ ○

○

○ 2

1

○ 2
○ 2

○ 2

○ 2

○ 2
○ 2

○ 2

○ 2
○ 2

備考
1年次 2年次 3年次 4年次

○ 2
1

○ 2

必
修
科
⽬

コース必修

○ 1

○

区分 科　⽬　名
GPA
対象
科⽬

対象学年・科⽬区分別の単位数

○ 2

○ 2

○ 2

 地球学コース選択科⽬ 14単位以上

24単位
  学部共通科⽬ 

10単位以下 理学部数学科、理学科他コース、信州⼤学他学部、⻑野県内で単位互換協定を結んでいる他⼤学、
 5⼤学理学部共通科⽬

 「博物館に関する科⽬」のうち、「博物館概論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」

※5　基礎理学科⽬群の選択科⽬の履修対象学年は1年次〜2年次です。ただし、「物理学実験」の履修対象学年は2年次です。

※4

先進プログラム
標準プログラム 卒業研究 10単位

学際プログラム

地球科学に関する理学科他コースの専⾨科⽬、地球学に関する数学科の専⾨科⽬、地球学に関
する他学部の専⾨科⽬、地球学に関する⻑野県内で単位互換協定を結んでいる他⼤学の科⽬、
地球学に関する5⼤学理学部共通科⽬、留学先で取得した科⽬のうちコースで認めたもの
基礎理学科⽬群のうち卒業要件である18単位を超えて修得した単位（4年次）但し、地学概論
Ⅱを除く

10単位

外国⼈留学⽣が⽇本語・⽇本事情教育の科⽬を履修し、修得した単位については、教養系⼜は英語の単位に算⼊することができ
る。
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地震学
地球化学
地球学特別実習Ⅰ
地球学特別実習Ⅱ
卒業研究
⽣保数理
年⾦数理
損保数理
放射線安全実習
キャリアデザイン概論
臨湖実習Ⅰ
臨湖実習Ⅱ
臨湖実習Ⅲ

他学科・他コース
他学部
他⼤学
⽣涯学習概論
博物館概論
博物館経営論
博物館資料論
博物館資料保存論
博物館展⽰論
博物館教育論
博物館情報・メディア論
博物館実習Ⅰ〜Ⅲ

▼以下の科⽬は卒業に必要な単位に算⼊することができない

アドバンスゼミ
アドバンス演習･実験･実習Ⅰ
アドバンス演習･実験･実習Ⅱ
アドバンス演習･実験･実習Ⅲ
アドバンス演習･実験･実習Ⅳ
社会体験実習

※　地球学コース卒業⽣は「測量⼠補」の資格を得る（登録する）ことができます。測量⼠補への登録を希望する卒業⽣は
　　国⼟地理院へ所定の書類を提出し、登録料を⽀払うことが必要です。

区分 科⽬名
GPA
対象
科⽬

博
物
館
学
芸
員
資
格

取
得
に
関
す
る
科
⽬

アドバンス科⽬

1年次 2年次

○

1

○
○

1

3年次 4年次

1

備考

○

学部共通 1

1
1

○ 1〜2

2

1

1
○ 1

1○
○

学部共通

○
探究科⽬

○
○

1○

2
選
択
科
⽬

コース選択

区分 科　⽬　名
GPA
対象
科⽬

対象学年・科⽬区分別の単位数

1年次 2年次 3年次 4年次

○ 2

2

備考

○ 1〜2

10

2

○

○
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Ⅲ　卒業に必要な単位数（卒業要件）

学術リテラシー

統計
科学史
現代社会論
健康

プラクティカル・イングリッシュⅠ
プラクティカル・イングリッシュⅡ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
物理学概論Ⅰ
物理学概論Ⅱ
化学概論Ⅰ
化学概論Ⅱ
地学概論Ⅰ
地学概論Ⅱ
化学実験
地学実験
情報科学演習
新⼊⽣ゼミナール

合計 1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位

124

学部共通 必修

2専
⾨
科
⽬

グリーンサイエンス
通論 必修 グリーンサイエンス通論Ⅰ

物理学実験

選択科⽬

コース
選択

探究
科⽬

必修科⽬

計 100

※6 29

※7 10 10

37
探究
科⽬

4

セミナー 2 2

コース
必修 6 24

(21)
7
(10)

2

2

2
2

2

2

基礎理学
科⽬群

選択
※5 2

2

42 グリーンサイエンス
通論Ⅱ

2 2

14
2

2
2
2

︵
2
年
次
︶

⾔
語 英語

2

4アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅣ 2

計 20 4

専
⾨
基
礎
系

24

⽇本語・⽇本事情教育科⽬ 選択 <外国⼈留学⽣対象> ※4

共
通
教
育
科
⽬

必修

選択
「統計」「科学史」「現代社会論」から2
単位選択 2

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅢ

必修

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅠ(Ａ)
1
1
1

2

以下に⽰す①〜③の要件を満たした上
で11単位修得する。
①左記の3区分から、それぞれ2単位以
上修得する。　※2
②「環境・健康」のうち、「環境科学」を
2単位以上修得する。
③演習形式の授業を2単位修得する。
※3

必修 1

必修

⾃然・技術

環境・健康

2

必修 1 1

教
養
系

⼈⽂・社会

選択 11

基
盤
系

※1 1

︵
1
年
次
︶

⾔
語 英語

1

4アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅡ(Ａ)

1
データサイエン
スリテラシー

リ
テ
ラ
シ
␗

11

1

区　　分
1年次

に修得を要する単位
2年次

に修得を要する単位
3年次

に修得を要する単位
4年次

に修得を要する単位 卒業要件
内容 単位数 内容 単位数 内容 単位数 内容 単位数
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Ⅲ　卒業に必要な単位数（卒業要件）

統計
科学史
現代社会論
健康

プラクティカル・イングリッシュⅠ
プラクティカル・イングリッシュⅡ

計

微分積分学Ⅰ
線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅱ
物理学概論Ⅰ
物理学概論Ⅱ
化学概論Ⅰ
化学概論Ⅱ
⽣物学概論Ⅰ
⽣物学概論Ⅱ
地学概論Ⅰ
地学概論Ⅱ
化学実験
⽣物学実験
地学実験
情報科学演習
新⼊⽣ゼミナール

区　　分
1年次

に修得を要する単位
2年次

に修得を要する単位
3年次

に修得を要する単位
4年次

に修得を要する単位

データサイエン
スリテラシー 必修

単位数

1 1

1

単位数 内容 単位数 内容 単位数 内容
卒業要件

内容

1

「統計」「科学史」「現代社会論」から2
単位選択

4アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅡ(Ａ) 1
1
1

1
︵
1
年
次
︶

⾔
語 英語

2

11

①左記の3区分から、それぞれ2単位
以上
②「環境・健康」のうち、「環境科学」を
2単位必修

2

1

学術リテラシー 必修 ※1

必修

アカデミック・イングリッシュ・フェイズⅠ(Ａ) 1
必修

選択

24

専
⾨
基
礎
系

︵
2
年
次
︶

⾔
語 英語 必修

アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅢ

教
養
系

⼈⽂・社会

選択

以下に⽰す①〜③の要件を満たした上
で11単位修得する

11

2

⾃然・技術 ③演習形式の授業を2単位必修 (※
2)

環境・健康
＊初修外国語科⽬ (※3)

⽇本語・⽇本事情教育科⽬ 選択 <外国⼈留学⽣対象> ※4

共
通
教
育
科
⽬

基
盤
系

リ
テ
ラ
シ
␗

4

2 4

4アカデミック・イング
リッシュ・フェイズⅣ 2

20 4

2
2

2
2

2

2
2

2

2
2
2

10

2 41

25

2 2

4

10

選択科⽬

コース
選択 ※6

探究
科⽬

11

※7 10

必修科⽬

コース
必修 5 23

探究
科⽬

グリーンサイエンス
通論 必修 グリーンサイエンス通論Ⅰ 2

セミナー

グリーンサイエンス
通論Ⅱ

基礎理学
科⽬群

学部共通 必修
2
2

選択
※5

2
2
2 物理学実験 2

必修

2

100

合計 1年次
に修得を要する単位

2年次
に修得を要する単位

3年次
に修得を要する単位

4年次
に修得を要する単位

124

計

専
⾨
科
⽬
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TOEIC-IPについて
　理学部では、1年次に2回TOEIC-IPテストの受講を義務付けることにより、英語⼒の向上を図っています。
TOEIC-IPテストの結果は、1年次の英語必修科⽬プラクティカル・イングリッシュの単位修得に不可⽋です。
また、２年次のクラス編成にも利⽤し、各々のレベルにあった英語教育を⾏うために役⽴てられます。
　試験結果を下記に記⼊しましょう。

　

　表彰制度について
　1年次前期、後期のTOEIC-IPの合計点の成績優秀者上位３名を表彰します。（p.46）

第１回　 第２回

⽇付

点数
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